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長し－28m，幅んコ172　mmと一次側が極端に細長
く，二次側のアルミニウム板厚は42＝51nrhとやや
厚めで，オーバハング長は。－13mmと小さめの設
計結果が得られる。これは二次側地上設備資材を最小
にするという目標に対する設計の方向を示すものであ
るが，最適設計問題を数理計画的手法を用いて解析す
る場合，特性面からのみ論ずると，このように列車長
よりモータが長くなるといった不合理な解が得らわ
ることがある。実際の設計においては前述のように
LIMの形状にはモータの機械的強度や製作技術，更
に走路との空間的関係など他の要因からも制約が課せ
られる。
　LIM　2，　LIM　3はモータ長に8m，　O　mの制限を
加えた場合の計算結果を示す。極数は共にρ＝24で
あるが，モータ長が8m，6mと減少するに従ってT
はそれぞれ7－309mln，248　mmと減少し，んはん＝
267mm，460rnmと増加する。従ってlkm当りの二
次側重量G田，＋GF・，は26　ton，43．3‡onと大幅に
増加することがわかる。また，二次側においてCは
しに関係なく10～20mmが適当であり，42はしの
減少と共に42－4mm，3mmと減少することがわ
かる。
　筆者らは先にモータ長について，端効果を本質的に
軽減し更に二次側資材の節減を計るためには極数の多
い「細長く重いLIM」を設計すべきであること，ま
たポールピッチやアルミニウム板厚については7＝
200～400mm，42＝3mm程度がよいことを明らかに
したが，本計算結果からもその妥当性が確認できる。
　Fig．4に空間高調波解析法により求めた各モータの
速度特性を示す。　　　　　　　　　　　　　　「
　Fig．5は速度300　krn／h，モータ長8mの条件で定
格推力を変化して最適設計を行った場合の二次側重量
の変化の様子を示す。最大推力は定格推力の200％程
136　　SUMT法による高速片側式リニアインダクションモータの設計パラメータの最適化について
度とする。図より定格推力が変化しても二次側重量に
は大きな変化はないことがわかる。
5．むすび
　高速片側式LIMの最適設計の問題を制約条件のあ
る非線形最適化閥題として扱い解析を行った。独立変
数としてポールピッチ，鉄心積み厚，極数，二次側ア
ルミニウム板厚，オーバハング長を選び，SUMT法
及びシンプレックス法を用いて，運転特性やモータ長
に関する制約の下で二次側地上設備資材の最小化を計
った。数値例による検討から，最適解は筆者らが先に
明らかにした設計パラメータの適値とよく一致するこ
とが確認された。
　おわりに，日頃御鞭縫を頂く工学部山田英二教授，
小山純教授に，また卒業研究として協力された本学卒
論生橘純一郎，花田恒弘両氏に深く感謝の意を表しま
す。
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